
「白石きぼう学園」が開校
今のあなたを認め、受け入れる学校

月
６
日
、
白
石
市
立
白
石
南
小

学
校
・
白
石
市
立
白
石
南
中
学

校
（
通
称
「
白
石
き
ぼ
う
学
園
」）
の

開
校
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

教
育
委
員
会
や
学
校
関
係
者
、
越
河
・

斎
川
地
区
の
自
治
会
長
な
ど
約
１
０
０

人
が
出
席
。
式
で
は
、山
田
市
長
が「
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
良
さ
や
特
徴
に
気

付
き
、
社
会
的
自
立
に
向
か
う
学
校
と

し
て
、
一
人
一
人
の
学
び
の
ペ
ー
ス
の

尊
重
や
学
び
直
し
の
時
間
を
確
保
し
、

家
庭
や
地
域
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
た

教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
半
沢
教
育
長
は
「
本
校
は

子
ど
も
た
ち
の
実
態
に
即
し
た
柔
軟
な

指
導
、
支
援
が
で
き
る
学
校
で
あ
り
、

悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
な
役
割
で
あ
り
ま
す
。

1_新たな学校のスタートを祝った開校式　２_生き
物とのふれあい学習を楽しむ児童たち

本
校
は
開
校
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障
と
社
会
的
自

立
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
学

校
に
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
入
学
者
は
、
本
市
在
住
の
小
学
生
２

人
、
中
学
生
17
人
の
計
19
人
。
４
月
10

日
か
ら
は
授
業
が
開
始
さ
れ
、
調
理
実

習
や
興
味
・
関
心
の
あ
る
探
究
活
動
な

ど
、
児
童
生
徒
の
希
望
に
合
わ
せ
た
体

験
学
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
石
き
ぼ
う
学
園
は
、「
落
ち
着
い

て
過
ご
せ
る
居
場
所
」、「
認
め
て
も
ら

う
こ
と
」、「
個
別
最
適
な
学
び
」
の
こ

れ
ら
３
点
に
重
点
を
置
き
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
や
夢
、
希
望
を
か
な
え
る
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
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一人一人の気持ちを確かめながら、
自分のペースで学べる環境を

「白石みらい教育基金」を設立しました
～多くの企業や団体、地域の皆さまが支えています～

　本市では、子どもたちが安心して教育を受け
ることができる環境整備の資金の財源に充てる
ことを目的として、令和４年12月に「白石み
らい教育基金」を設立しました。
　基金は心理面や福祉面などのサポートを行う

支援員の人件費、教育環境充実のための施設整
備費に充てる予定です。
　不登校となっている児童生徒や保護者の不安
を少しでも期待に変え、子どもたちの「みらい」
を描くための基金として活用していきます。

▲授業中の気分転換としても活用で
きる図書ブース

白
石
南
小
学
校
・
白
石
南
中
学
校

我あ
が
妻つ
ま

　
聡さ
と
美み  

校
長

■白石みらい教育基金積立額

企業・団体名 寄付額（千円）

公益財団法人上廣倫理財団 20,000

株式会社白石倉庫 500

蔵王リース株式会社 500

株式会社オフィスコーポレーション 50

白石市（積立金） 1,000

計 22,050

敬称略・順不同

※令和５年３月31日現在

▲３月20日に行われた寄付受納式で、感謝状を手に山田市
長、半沢教育長と記念撮影する（左２人目から）蔵王リー
ス株式会社平

ひら

間
ま

宏
ひろ

樹
き

代表取締役、株式会社白石倉庫太
だ

宰
ざい

榮
えい

一
いち

代表取締役、株式会社オフィスコーポレーション仙
台営業所浜

はま

梶
かじ

直
なお

人
と

所長

一人一人の状況に合わせた学び直し一人一人の状況に合わせた学び直し

人との関わりを大切にした活動人との関わりを大切にした活動

自分のペースを尊重自分のペースを尊重

ど
も
た
ち
が
家
族
と
相
談

し
、
自
ら
の
意
志
で
「
こ

の
学
校
で
学
び
た
い
」
と
思
っ
て

く
れ
た
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
本
校
は
、「
新
た
な
学
び

の
場
」
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

特
別
な
教
育
課
程
を
編
成
し
、
少

人
数
や
個
別
の
形
態
で
学
び
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
な
学
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
３

点
で
す
。
一
つ
目
に
一
人
一
人
の

学
習
状
況
に
合
わ
せ
、「
学
び
直
し
」

や
「
苦
手
意
識
」
に
対
応
し
て
い

く「
白
石
タ
イ
ム
」を
新
設
し
ま
す
。

二
つ
目
に
学
校
内
外
で
の
体
験
活

動
を
重
視
し
、
子
ど
も
た
ち
の
興

味
・
関
心
に
合
わ
せ
、
地
域
や
企

業
の
皆
さ
ん
の
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
た
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま

す
。
三
つ
目
に
子
ど
も
た
ち
の
自

分
の
ペ
ー
ス
を
尊
重
し
、
登
校
時

子

間
は
９
時
20
分
。
午
前
３
時
間
、

午
後
２
時
間
の
授
業
、
別
室
や
図

書
ブ
ー
ス
で
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を

可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
「
こ
の
学
校
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
」、「
こ
の
学
校

に
来
て
よ
か
っ
た
」、「
こ
の
学
校

に
通
え
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
一
人
一
人
に
応

じ
た
ケ
ア
を
行
い
、
個
人
の
ペ
ー

ス
を
大
切
に
し
た
学
び
を
進
め
て

い
き
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
思
い

を
聞
く
」、「
子
ど
も
た
ち
の
思
い

を
受
け
止
め
る
」
と
こ
ろ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
場
を
で
き
る
だ
け
多

様
で
柔
ら
か
な
形
に
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
共
に
つ
く
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
本
校
の
コ
ン
セ

プ
ト
「
学
校
ら
し
く
な
い
学
校
」

を
ど
う
ぞ
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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